
生活支援コーディネーターの主な活動（2 月～6 月） 
 

1．市域での主な高齢者生活支援 

 ①助け愛隊活動の実施 資料 4-2参照 

・障がい福祉事業所が登録/活動 

②認知症支援の推進 

・2/13 みまもりあいアプリ勉強会 

 ➡地域包括支援センター、社協 CSW を対象に実施。  

・5/19 市民主体型 DX 推進実行委員会 資料 4-3、4-4参照 

➡R7 実行委員会の実施報告、みまもりあいアプリを活用した取組みを共有 

 

２．地域での主な高齢者生活支援 

①地域検討会等のコーディネート資料 4-5、4-6参照 

  ・吹六、片山、山手、五月が丘、山二/東山田の地域検討会等で生活支援アンケートを実施 

・6/12北山田地域検討会に参画している介護保険事業所が山田東中での福祉教育授業を実施 

②みまもりあいアプリを活用して社会参加、認知症啓発、多世代交流等をテーマにスタンプラリー実施 

・3/10山一地区（山一小 4年生と地域のお寺巡り・認知症を学ぶ） 

➡デジタルスタンプラリー＋認知症クイズ・講義（連携:福祉委員会、公民館、大阪大学生、地

域包括支援センター） 

・5/10千里新田地区（地域で楽しむまちあるきスタンプラリー） 

➡デジタルスタンプラリー＋地域クイズ（連携：福祉委員会、関西大学生、地域包括支援センター、福

祉施設） 

・5/10東地区（まるっとマルシェ） 

➡デジタルスタンプラリー＋認知症クイズを実施（連携：チイキスタイル、ボランティア） 

・5/14吹一地区（すいたライジングサン） 

➡デジタルスタンプラリー＋地域クイズを実施（連携：旭通商店街、大和大学生） 

   ③多様な団体・学生等による ICT支援（スマホ相談会）の開催 

・5/12佐井寺地区（連携：福祉施設、地域包括支援センター、障がい者事業所、グリーンコープ） 

・5/19、6/2片山地区（連携：大阪大学生、福祉施設、地域包括支援センター） 

   ④企業との連携 

・6/4ヤサカ商事、フィットネス協会とフレイル予防について打合せ 

・6/16 ウエルシア薬局、地域包括支援センターと店舗を活用した取組みについて協議 

⑤地域ケア会議との連携・連動 

・3/11地域ケア会議実務者連携会議で高齢者生活支援体制整備事業の取組みを共有 

・5/21ケア会議事務局会議に地域型生活支援コーディネーターが参画し情報共有 

・第 1回地域ケア会議で高齢者生活支援体制整備事業の取組みを共有 

 

３．その他 

各実行委員会・会議に参画 

・5/18本音で語ろう！生活支援コーディネーター情報交換会（主催：大阪府、さわやか福祉財団等） 

・6/5吹田市熱中症プラットフォーム会議（主催：吹田市環境政策室） 

・6/15生活支援コーディネーター情報交換会 in北摂（主催：大阪府、さわやか福祉財団等） 
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